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北海道において、ネズミ類の分布は比較的 よく

調べ られてはいるが、知床半島での報告はほとん

どない。又、 トガリネズ ミ類においては北海道の
一部の地域(札 幌付近 と苫小牧)を 除いて

、その

詳 しい調査は極めて少ない。それ故、一定の地域

を集中的に調査する意義は大 きいが、特 に比較的

自然の残 されている知床半島での調査は、知床半

島の1磁ηαの構造 を理解す る上で基礎的意味を持

っている。

本調査は知床半島の脊椎動物の分布調査の一環

として調査継続中のものであるが、これまでに ト

ガリネズ ミ類、ネズ ミ類の本地域 における分布の

報告がない現状 にあるので、今後の基礎的な資料

とするために、とりあえずその採集結果について

報告する。

なお、 トガリネズ ミ類の調査 は前川が、ネズ ミ

類の調査 は近藤が担当 した。

調 査 時 期 お よび 方 法

調 査 は 昭 和54年11月5日 ～10日 に行 っ た が、 こ

の 時 期 は低 地 で も降 雪 の み られ る時期 で あ り、 ト

ガ リネ ズ ミ類 、 ネ ズ ミ類 の 個 体 数 や 動 物 相 を知 る

た め の 調 査 と して は 少 し遅 い時 期 で あ る と 言 え る。

調 査 期 間 中 、11月5日 は 雨 、11月8日 に は積 雪 が

み られ た 。

ネ ズ ミ類 の捕 獲 は シ ャ ー マ ン型 生 捕 り ワ ナ を用

い て 、約10m間 隔 の ラ イ ン ト ラ ップ法 で 行 っ た。

ワ ナ 内 に餌 は入 れ な か っ た。 捕 獲 は 原 則 と して一

地 区 に つ き25個 の ワナ を使 用 して3日 間 行 っ た が

ワ ナ数 の 関 係 ⊥2日 間 しか行 わ ない地 区 もあった 。

各 調 査 地 問 で の 生 息 密 度 の 比 較 の 資 料 とす るた め

採 集 した ネズ ミ数 は100ト ラ ップ ナ イ ト(TN)当

り、 す な わ ち100個 の ワナ を1日 使 用 した 時 の捕

獲 数 と して表 わ した 。

今 回 行 っ た調 査 の 他 に 、1979年8月 にA地 区 で

ネ ズ ミ類 の 調 査 を行 っ て い るの で 比 較 の た め に参

考 に した 。

ネ ズ ミ類 の採 集 と平 行 して(C、F、G区 ～後 述

～ は 未 調 査)ト ガ リネ ズ ミ類 の調 査 も行 っ た
。 捕

獲 は 一 地 区 に つ き原 則 と して10m間 隔 で10～25個

の 墜 落 函 を用 い て 行 っ た。

採 集 地 と して 、 主 要 な植 生 環 境 と地 域 を代 表 す

るよ うな所 を、羅 臼 側 に4ヶ 所 、 斜 里 側 に6ヶ 所

選 定 した(図1)。 そ の概 要 は以 下 の 通 りで あ る。

A区 元 崎 無 異 の 崎 無 異 川 に面 した海 岸段 丘

林 で あ る。 ク ロエ ゾ マ ツ、 シ ラ カバ 、 エ ゾ イ タヤ

を主 体 と した 林 で、 うっ 閉 度 は50%、 黒 色 土 が 発

達 して い る。林 床 植 物 は ミヤ コ ザ サ 、 シ ダ類 、 エ

ゾ ヨモ ギ が優 占 して い るが 、植 被 度 は70%で ある。

B区 一 羅 臼温 泉 か ら羅 臼 市 街 よ りの 沢地 。 ケ

ヤ マ ハ ン ノキ 、 ヤ チ ダ モ 、 シ ラ カバ 主 体 の 林 で 、

う っ閉 度 は70%で あ る。 林 床 植 物 は チ シマ ザ サ 、

オ オ イ タ ドリが優 占種 で あ る が、 オ オ イ タ ドリは

す で に枯 れ て 、被 度 は20%で あ る。 土 壌 は礫 ・粘

土 で あ る。

C区 羅 臼側 横 断道 路 の標 高440m地 点 の道

路 脇 。 ミズナ ラ、 ダケ カ ンバ 林 で 、 周 辺 部 に ト ド

マ ツ、 ナ ナ カマ ドが見 られ る。 うっ 閉 度 は70%で

あ る。 林 床 植 物 は チ シマ ザ サ の み で あ り、 被 度 は

100%、 地 表 面 に コ ケ が 多 い 。 土 質 は礫 ・粘 土 で

あ る。

D区 一 羅 臼側 横 断 道 路 の標 高570m地 点 の 道

路 脇 。 ト ドマ ツ 、 ハ イマ ツ地 帯 で あ り、 うっ閉 度

は70%で あ る。 林 床 植 物 、 土 壌 と も にC区 に類 似

す る。

E区 一 以 久 科 の 原 生 花 園 。 ハ マ ナ ス 、 ツ ル ウ

メモ ドキ 、 エ ゾ ノ コ リ ン ゴ が所 々 に見 られ る。 植

物 は す べ て枯 れ て い る が 、 被 度 は100%で あ る。

土 壌 は 砂 で あ る。

F区 一 原 生 花 園 に隣 接 す る海 岸 防 風林 。 カ シ

ワ主 体 の 林 に トドマ ツ が混 じ る。 うっ 閉 度 は100

%。 林 床 植 物 は な い 。 土 壌 は 砂 質 で あ る。
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※ 最 近 カ ラ フ ト ヒ メ ト ガ リ ネ ズ ミの 学

名 は 、S.gγ αd〃 ぎ観鰐 を 用 い る こ と が

多 い が 、 こ こ で は.A6eに 従 っ て お い た 。

図1.本 調査 における採集地点

G区 一 峰 浜 の 海 岸 防 風 林 。 シ ラ カバ 、 セ ン ノ

キ、 エ ゾ イ タヤ 、 カ ラマ ツ、 ミズ ナ ラ等 の 混 生 林

で うっ閉 度 は40%で あ る。 林 床 は チ シマ ザ サ で被

度100%、 土 壌 は礫 で あ る。

H区 一 遠 音 別 原 野 の 原 生 林 。 イチ イ、 ミズ ナ

ラ、 ト ドマ ツ、 カ ツ ラの 直 径1mを 越 す 木 が 多 い。

うっ閉 度 は100%、 林 床 は チ シマ ザ サ で 被 度100

%で あ る。土:壌 は礫 で あ る。

1区 一 チ ャ シ コ ツ原 野 の離 農 地 。 シ ラ カバ の

二 次 林 で 、 ス ス キ が60%ぐ らい を被 っ て い る。 土

壌 は黒 色 土 で あ る。

J区 一 知 床 五 湖 の 入 口。 ト ドマ ツ、 ケ ヤ マ ハ

ン ノキ(う っ閉 度20%)に 林 床 は チ シマ ザ サ(被

度100%)の 地 区 と、 ダ ケ カ ンバ 、 ノ リウ ッギ 、

ケ ヤ マハ ン ノ キ(う っ閉 度50%)に キ タ ヨ シ(被

度40%)の 地 区 に分 け られ る。 土 壌 は礫 と湿 地 と

に別 れ る。

調 査 結 果

今回の調査 によって捕獲 された哺乳類は次の通

りである。

カ ラ フ ト ヒ メ ト ガ リ ネ ズ ミSoγeコ じ1mm配 鰐

9γαcご〃乙mηzz己5Thoma♂

エ ゾ ト ガ リ ネ ズ ミS.cα θc堀 陀 ηs3αeγ 鰐

Thomas

オ オ ア シ トガ リ ネ ズ ミS砒 η9配c配 α伽5Dobson

知 床 半 島 内 の10ヶ 所 の調 査 結 果 と、1979年8月

A区 で 行 っ た調 査 結 果 を表1に 示 した 。 以 下 、 ト

ガ リ ネ ズ ミ類 と ネ ズ ミ類 に分 け て そ の概 要 につ い

て述 べ る。

a.ト ガ リ ネズ ミ類 の 採 集 結 果

本 調 査 に よ って 採 集 され た トガ リ ネ ズ ミは オ オ

ア シ トガ リ ネズ ミ(以 下 オ オ ア シ と略)、エ ゾ トガ

リ ネ ズ ミ(同エ ゾ)、カ ラ フ トヒ メ トガ リ ネ ズ ミ(同

カ ラ フ トヒ メ)の 三 種 で あ っ た。 この う ちオ オ ア

シ(全 捕 獲 数 の56%)はD・1区 を除 い た すべ て

の 調 査 地 で採 集 され た 。 他 の 地 域 と同 様 に 、本 種

は知 床 半 島 に お い て も最 も優 占 す る種 と考 え られ

る。 一一方 、 エ ゾの 捕 獲 数 は 三 種 の うち で最 も少 な

か っ た が 、 そ れ に か わ っ て低 地 お よ び高 地 に か か

わ らず カ ラ フ トヒ メが 比 較 的 多 く捕 獲 され た 。筆

者 らの調 査 に よ れ ば 、網 走 、小 清 水 地 方 の低 地 に

は オ オ ア シ とエ ゾ が優 先 して い る。しか し、知 床 半

島 以 南 で は 全 体 と して オ オ ア シ お よ び カ ラフ トヒ

メ が優 占 して い る可 能 性 が あ る。 さ らに 各 調査 区

の トガ リ ネ ズ ミ類 の 分 布 が注 目 さ れ る。 す な わ ち

オ オ ア シ とエ ゾ 、 オ オ ア シ と カ ラ フ トヒ メ とい う

組 合 せ で 捕 獲 され る こ と が 多 い と い う こ とで あ る。

特 に三 種 共 、 あ るい は 、 エ ゾ と カ ラ フ トヒ メの い

ず れ かの 組 合 せ で捕 獲 され る こ と が非 常 に少 な い

(D・H区 の み)。こ う した事 実 を考 え る と、 エ ゾ

と カ ラ フ トヒ メの 間 に は種 間 で 反 揆 し合 うよ うな

関係 が考 え られ 、 その こ と が、 知 床 地 方 を境 に し

て その 北 にエ ゾ が 南 に カ ラ フ トヒ メ が優 占 して い

る こ と と関 係 して い る の か も しれ な い 。 しか しこ
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表1.ト ガ リ ネ ズ ミ類 お よび ネ ズ ミ類 の 採 集 結 果

種 類 捕 獲 数 100TN当 り数

A区 元 崎 無 異 ・海 岸 段 丘 林**

オ オ ア シ トガ リネ ズ ミ

カ ラ フ トヒ メ トガ リ ネズ ミ

エ ゾヤ チ ネズ ミ

ミカ ドネ ズ ミ

カ ラ フ トア カ ネ ズ ミ

エ'ノア カ 不 ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

***)

)

)

)

)

7
`
4

1
⊥
8

9
臼

(

(

(

(

(

0

「D

9
臼
8

1
⊥

-
⊥

2

16.00(5.83)
10.67(3.33)

(0.83)
(6.67)

2.67(1.67)

B区 羅 臼 温 泉 ・河 畔 林

オ オ ア シ トガ リ ネ ズ ミ

エ ゾ トガ リ ネズ ミ

エ ゾ ァ カ ネ ズ ミ

」4

■⊥

」4 5.33

C区 横 断 道 路(標 高440m)

エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ

ミカ ドネ ズ ミ

エ ゾ ア カ ネ ズ ミ

ヒ メ 不 ス ミ

つ
0

1
⊥

沼4

1
↓

プ

4.00

1.33

5.33

1.33

D区 横 断 道 路(標 高570m)**

エ ゾ トガ リ ネズ ミ

カ ラ フ トヒ メ トガ リ ネ ズ ミ

エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ

ヒ メ 不ス ミ

-
⊥

-
⊥

-
⊥

1
⊥

1.33

1.33

E区 以 久科 原 生 花 園

オ オ ア シ トガ リ ネズ ミ
エ ゾ トガ リネ ズ ミ

カ ラフ トア カ ネ ズ ミ

-
⊥

9
自

つ
」 6.00

F区 以 久科 防 風 林

ミカ ドネズ ミ

エ ゾ ア カ ネ ズ ミ

カ ラ フ トア カ ネ ズ ミ

-
⊥

9
自

-
⊥

2.00

4.00

2.00

G区 峰 浜 防 風 林**

エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ

エ ゾ ァ カ ネ ズ ミ

ρ0

りO

8.00

4.00

H区 遠 音 別 原 生 林

オ オ ア シ トガ リネ ズ ミ
エ ゾ トガ リ ネ ズ ミ

カ ラ フ トヒ メ トガ リネ ズ ミ

エ ゾヤ チ ネ ズ ミ

ミカ ドネ ズ ミ

エ ゾ ァ カ ネ ズ ミ

ヒ メ ネ ズ ミ

つ
0

1
⊥

3

り
0

1
⊥

9
臼

ρ
0

4.00

1.33

2.67

8.00

地農離野原

類

ッ
、
、

コ

ズ

シ

ネ

類

ヤ
リ

ミ

チ

ガ

ズ

ト

ネ

区1

0

∩
V 0.00

J区 知 床 五 湖 サ サ地

オ オ ア シ トガ リ ネズ ミ

カ ラフ トヒ メ トガ リ ネ ズ ミ

エ ゾ ヤ チ ネ ズ ミ

ヒ メ 不ズ ミ

-
⊥

-
⊥

りδ

つ
」

6.00

6.00

*全 調 査 区 と も ネズ ミ類 は トラ ップ数 は25個
、調 査 日数 はE・F・1・Jが2日 間 、A・B・C・D・G・H区

は3日 間 。

**そ れ ぞ れ イ イ ズ ナ を1頭 捕 獲 した
。

***()内 は1978年8月 の採 集 デ ー タ。 トラ ップ 数40個 ×3日 間 。 こ の時 シマ リス が1頭 捕 獲 され た。
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これらは今後の重要な調査課題である。さて、知

床半島には トウキ ョウ トガリネズ ミーS.而 η読一

55zηπ5一(哺 乳類中最 も体 が小 さい種の一っ)が

生息 している可能性が強い。現に、今回は未調査

であるが伊茶仁川周辺で、北大農学部小宮山英重

氏 が一頭捕獲 しており、今後調査地点 を増やして

いけば生息が確認 されると考えられる。

なお、捕獲個体数の多さによってその個体群の

大きさが示 されるものではないことを付 け加 えて

おきたい。すなわち、 トガリネズミの捕獲 は天候

に作用されることが多いのである。それ故、個体

数推定には一層長期の調査が必要であると考えら

れる。

必 要 が あ る。

b.ネ ズ ミ類の採集結果

今回の調査は時期的にも遅 く、期間 も短かった

ことから満足 な資料 をうることはで きなかったが

知床半島のネズ ミ類の分布の様相 は知 ることはで

きた。すなわち、エゾヤチネズ ミは知床半島部で

は最 も優勢な種であり、今回の調査 では全捕獲数

の約40%を 占めた。本種はB、E、1区 では捕獲 さ

れなかったが、知床近隣の同環境では捕獲 されて

いることから生息が予想 される。 ミカ ドネズミは

前種 よりは劣勢であるが、A、C、F、H区 で捕獲

され、道内の他の地域に比 して多 く捕獲 された。

エゾァカネズ ミは森林性の種であり、森林地域で

は常 に捕獲 されているが、本種の捕獲には積雪が

影響 しやす く、正確な傾向は出ていない。カラフ
　

トァカネズミは前種とかなりはっきりした棲み分

けが認められる種であり、北海道ではE区 のよう

な環境で密度が高い。今回はA区(夏)とF区 で

エゾァカネズ ミと共に捕獲 されたが、隣接 して本

種の主要 な生息地である原生花園や藩木草原があ

るためと思われる。ヒメネズ ミは、アカネズ ミ属

では最 も小 さい種であり、H区 のような原生林的

景観で優勢である。本種はエゾアカネズ ミの生息

環境にもよく現れるが、C区 やJ区 のような森林

以外の環境にも現れ、アカネズ ミ属の中では最も

生息環境の幅が広い。

今回の調査では2属5種 のネズ ミが捕獲 された

が、北海道にはもう一種 リシリムクゲネズ ミが報

告 されている。 この種は大雪山や日高の高山帯で
の

捕獲 されていて、知床山系にも生息 している可能

性がある。もう少し調査地点 を増や して検討する
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